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《点検結果》 

  点検を実施した３５箇所のうち、応急処置が必要となったのは９箇所でした。 

  区域別の内訳は下表のとおりです。 

  応急処置が必要な箇所については、４月２４日までに処置を完了しています。 

 

 手取川 梯 川 手 取川 ダ ム 砂 防 石川海岸 

点検箇所数 １０ ８ １０ ２ ５ 

応急処置箇所数 ３ ４  ０ ０ ２ 

 

 

 

 

 

 

 

お 問 い 合 わ せ 先 
 

国土交通省 北陸地方整備局 金沢河川国道事務所  

【河川】河川管理課長 廣瀬
ひ ろ せ

 昌
まさ

宏
ひろ

   TEL：076-264-9916（直通）  

【ダム】手取川ダム管理支所長 奥井
お く い

 淳
じゅん

  TEL：076-256-7310 
                    FAX：076-256-7557 

【砂防】工務第一課長 牛
うし

澤
ざわ

 秀光
ひでみつ

   TEL：076-264-8547（直通）  

【海岸】海 岸 課長 高橋
たかはし

  至
いたる

   TEL：076-264-9915（直通）  
河川管理課,工務第一課,海岸課共通 FAX：076-233-9612（共通）  
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大型連休前に安全利用点検を実施 
～河川・ダム・砂防・海岸の安全利用点検を実施～ 

令和 7 年 4 月 24 日（木） 
配布：石川県政記者クラブ 
扱い：配布後解禁 

一般の方に水辺を安全に利用していただくため、利用者が多い場所や施設の点検を 

大型連休前に、関係する自治体職員等と合同で実施しました。  
当事務所が管理している河川・ダム・砂防・海岸区域内で、多くの人が利用する水辺

を中心に行いました。  

Press Release 

点検の状況  
手取川 



金沢河川国道事務所 安全利用点検結果 別紙

河川等の水辺利用の関心が高まり、河川空間等を利用したレクリエーションの増加
による利用形態の多様化が進んでいます。
このような状況の中で、河川・ダム・砂防・海岸等の水辺空間は、危険性が内在す

るという特性の認識確保を心がけていただくとともに、可能な限り安心して河川等の
水辺に接することのできる施設整備を目指していくことが求められています。
金沢河川国道事務所を含む北陸地方整備局では、その一環として、管内各河川等の

施設を対象に、安全利用点検を実施しました。
点検は、安心して利用していただくという観点から、自治体職員、協力団体、委託

業者の皆さんと共同で実施しました。

１．安全利用点検

２．点検結果

３．そ の 他

立入禁止処置等を行った箇所については、しばらく水辺やその周辺および施設など
の利用を控えていただきますよう、ご理解・ご協力をお願いいたします。
今回の点検で危険性が確認されなかった箇所、あるいはその他の箇所においても、

今後の天候などにより、現地の状況が日々変化することが考えられます。水辺を利用
される際は、自らも安全を確認のうえ、ご利用いただきますようお願いいたします。

■点検により処置が必要となった事項
▷階段等アクセス施設に損傷が見られる
▷転落などのおそれがある箇所の進入禁止を示した看板が破損
▷転落などのおそれがある箇所の防護柵に損傷が見られる

■応急処置内容
▷不具合箇所の補修（留め具が破損した手すりをボルトで再固定）
▷破損した看板の交換
▷防護柵損傷部の修繕（脱落した横パイプを再設置）

■応急処置例

・階段施設の損傷 ・看板の破損 ・防護柵の破損

ボルト破損
手すり脱落

処置前 処置前

処置後処置後

処置後

処置前

手すりを
ボルトで
再固定

布製看板
の破れ

看板交換

横パイプ脱落

横パイプ再設置


